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美浦村教育委員会 
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日  時 平成 31 年 2 月 26 日（火）午後 3時 00 分 

場所 美浦村役場３階 委員会室 

 

日   程 

 

１．開会 

 

２．教育長あいさつ 

 

３．付議事項 

   議案第１号  平成 30 年度要保護・準要保護児童生徒の認定について 

  議案第２号 美浦村文化財保護審議会委員の委嘱について 

議案第３号 絹本著色近藤利勝像の村指定について 

 

４．報告事項 

    報告第１号 美浦村教育振興基本計画の中間見直しについて 

報告第２号 平成 30 年度美浦村一般会計補正予算について 

報告第３号 美浦村立小学校あり方検討委員会第３回開催結果について 

報告第４号 美浦幼稚園の新たな取り組みについて 

 

５．その他 

 

６．閉会 
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議案第１号 

 

平成３０年度要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

上記の議案を別紙のとおり提出する。 

 

  平成３１年２月２６日 

 

                美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 
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報告第２号 

 

美浦村文化財保護審議会委員の委嘱について 

 

上記の議案を下記のとおり提出する。 

 

平成３１年２月２６日提出 

 

美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人事に関する案件のため非公開 
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議案第３号 

 

 絹本著色近藤利勝像の村指定について 

 

上記の議案を下記のとおり提出する。 

 

平成３１年２月２６日提出 

 

美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 

 

 

 

 

 

 

 

 

絹本著色近藤利勝像の村指定について 

 

美浦村文化財保護条例第４条の規定に基づき、絹本著色近藤利勝像の村指定について下記のとお

り提出する。 

 

 

 

１、村指定候補文化財 

 

名称及び員数 

絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

近藤
こんどう

利
とし

勝像
かつぞう

  １幅 

 

種別   有形文化財 絵画 

 

所有者  美浦村木原 1941 永巖寺 
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美浦村文化財保護条例 

（昭和 52 年 12 月 23 日条例第 21 号 改正昭和 54 年条例第 12 号 平成 19 年条例第 20 条） 

（指定） 

第 4 条 教育委員会は、管内に存する有形文化財（法第 27 条第１項の規定により重要文化財に指定さ

れたもの又は県条例第４条第１項の規定により県指定有形文化財に指定されたものを除く。）のう

ち、重要なものを美浦村指定有形文化財（以下「村指定有形文化財」という。）に指定することがで

きる。 

２ 前項の規定による指定をするには、教育委員会は、あらかじめ指定しようとする有形文化財の所有

者または権原に基づく占有者の同意を得なければならない。ただし、当該有形文化財の所有者又は権

原に基づく占有者が判明しない場合は、この限りではない。 

（以下省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第３号 資料１ 
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議案第３号 資料２ 
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議案第３号 資料３ 
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議案第３号 資料４ 

 

資料（１） 

a 

b 
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資料（２） 

a 

b 



12 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜賛文＞ 

a 
b 

c 

d 

資料(３) 
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報告第１号 

 

美浦村教育振興基本計画の中間見直しについて 

 

上記について、別紙のとおり報告する。 

 

 

平成３１年２月２６日提出 

 

美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 
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報告第２号 

 

平成 30 年度美浦村一般会計補正予算について 

 

上記について、別紙のとおり報告する。 

 

 

平成３１年２月２６日提出 

 

美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 
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平成 30 年度美浦村一般会計補正予算については、議会終了後に掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第２号 別紙 
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報告第３号 

 

美浦村立小学校あり方検討委員会第３回開催結果について 

 

上記について、別紙のとおり報告する。 

 

 

平成３１年２月２６日提出 

 

美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 
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第３回美浦村立小学校あり方検討委員会開催結果について 

 
 標記の件につきまして、第３回検討委員会を開催いたしました。 

当委員会での検討結果は以下のとおりです。（会議資料は別添のとおり） 

 

１ 第３回美浦村立小学校あり方検討委員会開催結果 

日 時  平成３１年１月２５日（金）１９時～２１時 

場 所  役場３階・大会議室 

出席者  ２８名 

（１）小学校の適正規模に関する検討委員会の方針 

①適正規模に関する第２回検討委員会の要旨 

②国県の基準、統合を実施した他自治体の状況 

③安中小学校区の未就学児の保護者対象アンケート調査結果 

  ④適正規模に関する検討委員会の方針（案） ・・・・・・・・ 承認 

 

【美浦村立小学校あり方検討委員会 適正規模に関する方針】 

１ 学級数について 

    ・１学年２学級以上とする。 

     １学年に複数の学級があり、クラス替えができること。 

    ・学校全体の学級数は、１２学級以上とする。 

２ １学級あたりの児童数について 

    ・県で実施している「楽しく学ぶ学級づくり事業」に基づく１学級あたりの児童数とする。 

３ 複式学級について 

    ・複式学級の解消を図る。 

 

（２）適正配置の検討 

①平成４０年度までの各学校の規模区分（平成３０年度推計） 

②適正配置の基本的な考え方 

③各小学校の維持費、校舎新設・改修する場合の経費、期間 

④小学校を統合する場合の類型（案） 

 

＜主な意見＞   委）：委員 事）：事務局 

委）適正規模に従っていくと適正配置も決まる。 

委）同じ学習環境を村内の子どもたちに提供できることが大事。 

委）中学校に入ると新しい活動が増え、人間関係も変わり、先生・保護者が連携して対応。 

委）小学校が統合される方向かと思うが、少人数の小学校の子どもたちが心配。 

委）統合した学校を見ると子どもは、順応が早い。子どもたちは弾力的になじんでいる。 

委）小学校統合の際にクラス編制に少人数の学校の子どもたちに対する配慮をしてほしい。 

大人の心配より子どもの方が順応性がある。 

委）検討委員会、統廃合について、村民全体の関心が向いているのか疑問。 

委） 小学校によっては統合の必要性が感じられず、メリットがなければ保護者に説明が難しい。 

委）どの様な状態であろうと学校は最善を尽くす。それぞれの立場でできることを考える。 

委）学校を新しいところに新しく作れば、立場的には同じになるのではないか。 

委）統合した場合、学校行事の時等の駐車場は、どのように考えているのか。 

事）統合の形が決まれば、必要な整備はしなくてはならない。 

委）耐震工事が行われているが、どのくらい耐用年数があるのか。統廃合をし、既存の施設の改修をする場

合に耐用年数はどれくらいなのか。 

委）スクールバスの運行経費の概算を知りたい。 

 

報告第３号 別紙 
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報告第４号 

 

美浦幼稚園の新たな取り組みについて 

 

上記について、別紙のとおり報告する。 

 

 

平成３１年２月２６日提出 

 

美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 
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美浦幼稚園の新たな取り組みについて 

 

 美浦幼稚園では，子育て支援の更なる充実と入園児を増やしていくため来年度以下の取り

組みを実施いたします。 

 

１ 預かり保育の拡充について 

 ○今年度までの預かり保育の状況 

・平日 朝   ７：１５～ ８：３０まで 

      帰り １４：００～１６：００まで 

  ・夏季希望保育（希望者のみ） 

８月中に７日間実施。Ｈ３０年度 ８月 1･2･6･7･8･9･10 日 

     ※申し込み５８名（平均全体の２４％の利用） 

 

○次年度以降の預かり保育の計画 

  ・平日利用については継続。(申し込み者・随時) 

  ・夏季希望保育（希望者のみ）・・８月に加え７月にも実施し夏季希望保育 

の日数を増やす。 

 

２ 体験入園の実施について 

（１）目  的 

   未就学児及び保護者に幼稚園を知っていただく機会を設け,更なる入園児の増加に繋

げる。 

（２）実施時期 

   ６月・７月・９月・１２月・・・年４回を計画 

（３）内容 

   ６月・・・「読み聞かせ」   ７月・・・「体操教室」 

   ９月・・・「ＡＬＴ」     １２月・・・「園内観劇」  

  ※ 美浦幼稚園の特色ある活動を体験してもらう。時間や天候により戸外遊びや室内遊

びを自由に体験。(幼稚園のカリキュラムを経験する) 

 

３ 幼稚園ホームページの更なる充実 

   美浦村のホームページへ幼稚園の特色ある取り組み等の情報を掲載し，幼稚園の魅力

を発信する。 

   ・「体操教室」「ＡＬＴ」「読み聞かせ」「和太鼓演奏（年長・運動会）」 

    の様子を発信予定。 

 

報告第４号 別紙 


